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プレゼンサマリー

東京都に広く存在する木造住宅密集地域。ほとんどの住宅が二項道路に接しているため、建て替え後はセットバックする分、個々の住宅同士は
離れ敷地は狭くなる。そこで建具によって開閉する家を建てることで、内外をまたいでさまざまな行為を誘発し、人びとの関わり合いをもたらす。
建具を閉じている時の延床表面積は30坪程度、開いた時は40坪以上の器となる。敷地を東京都墨田区向島の木造密集地域に設定し、衰退しつつ
ある商店街の路地に面した建物の建て替えを提案する。両側の道だけでなく両隣の建物からもセットバックし、新たな道をつくり商店街からの
回遊動線をつくっている。 （プレゼンテーションより抜粋）

審査員コメント

・可能性を感じていたが、お店と聞いて残念だと思った。開かないとご飯を食べられない、開かないとお風呂に行けないというように、日常の
生活行為が建具と結び付いているとよかった。開け閉めしなくても生活できてしまうような感じが弱い。
（ 千葉学 ）

・60cm、2尺くらいの寸法の建具が家具になる案は以前からよくあると思う。それと路地との結び付け方にも疑問を感じる。
（ 松山巖 ）

・建具が小道具になってしまっていて、積極的に周囲に対して開いていくことにつながっている感じがあまりしない。
（ 西村達志 ）
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